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・反復練習を取り入れる。

3.5

・児童が進んで家庭学習に取り
組む課題を出している。

3.3

・児童個々の実態把握に努め
ている。

3.8

・補充学習・個別支援に取り組
ことができている。

3.2

・「分かる授業が行われている」
という回答が９０％以上である。
(児童・保護者アンケート) 3.4

・「算数の授業はよく分かる」と
いう回答結果が９０％である。　
（児童アンケート）

3.3

・考えを広げたり、深めたりする
交流の場を大切にできた。

3.6

・研修が日々の授業に生かさ
れている。

3.9

・年度当初に確認した「授業規
律」が徹底できた。

3.5

・児童が見通しがもてるような
授業づくりができた。

3.6

・児童自らがめあてを立てられ
るよう導入の工夫をすることが
できた。 3.6

・振り返りを行うことができた。

3.6

3.6

個に応じた指導
の充実に努め
る。

○学習のスタンダードについては
定着している。
○児童自らがめあてを考えられ
るようになってきている。
▲児童に身に付けさせたい力を
明確にし、児童が見通しをもつこ
とができる授業づくりについてさ
らに研修をしていく。

2　学びの質の向
上

B

                    各項目の評価…A 十分に達成　B おおむね達成　C あまり達成していない　D 達成できていない

学校経
営目標

評価項目 具体的な方策

3.6

見通しがもてる指
導に努める。

３　学習規律の定
着

3.5

評価

算数科の校内研
究に取り組み、指
導力の向上を図
る。（「子ども主体
の授業で思考力
を高める」～導入
での課題のもた
せ方に重点をお
いて～）

１　基礎基本の定
着

令和３年度　日比小学校学校自己評価

今年度達成基準

確
か
な
学
力
の
定
着

　　評価理由並びに達成状況
　　○…成果
　　▲…課題、今後の改善点

○地域の力を借りておさらい会で
基礎基本の復習ができた。（３年
生）
○各学年でこれだけは定着させ
たいという学習内容を話し合い、
確認テスト「ひび笑チャレンジ」を
実施することができた。
○学ぶ力が身につく質の高い家
庭学習「けテぶれふ」について統
一を図った。
▲確認テストを利用し、個々の実
態把握をして学び残しのないよう
に努める。

○日々の授業に生かすことがで
きる校内研修ができ、授業力の
向上を図ることができた。
○「分かる授業が行われている」
という回答が児童９４％保護者９
２％であった。
▲「算数の授業はよくわかる」と
回答した児童は８３％であった。
▲日比小スタイルの学び方、研
修の仕方が定着してきているの
で、年度が替わっても継続してい
けるようにしていく。
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得点 平均 トータル

学校経
営目標

評価項目 具体的な方策
評価

今年度達成基準
　　評価理由並びに達成状況
　　○…成果
　　▲…課題、今後の改善点

・児童の主体性を生かす係活
動や委員会活動ができている。

3.6

・学級目標に近づくことができる
した学級活動ができた。

3.9

・異年齢集団で自分の立場や
役割を自覚できるフレンドタイ
ムの活動の工夫ができた。 3.4

・「気持ちのよいあいさつや返
事をしている」という回答が９
０％である。　　　　　　（児童ア
ンケート） 3.6

・児童との会話や相談の場を意
識的に設けることができた。

3.9

・児童が満足感、成就感、存在
感を味わうような場づくりに心
がけることができた。 3.9

・「子どものよいところを見つけ
て伝えている。」の回答が９０％
以上である。（保護者アンケー
ト）

3.7

１　基本的な生活
習慣の定着を図
る。

・「そうじはだまって進んでしよ
う。」が徹底できた。

3.5

・「だまって早く集合しよう」が徹
底できた。

3.1

・「ろうかや道路のきまりを守ろ
う」が徹底できた。

3.2

２　健康な体づくり 外遊びを推奨す
る。

・「１日１回は外遊びをしている」
という回答が９０％以上である。
（児童・保護者アンケート） 3.4

・「げんきアップ週間は自分から
取り組んでいる」という回答が８
０％以上である。（児童・保護者
アンケート）

2.9

○「子どものよいところを見つけ
て伝えている」と回答した保護者
が９２％である。
○児童理解に努め、個々に出番
を設定することで「夢や目標に向
かってがんばている」と回答した
児童が９０％である。特に、最高
学年の６年生が１００％だったの
は大きな成果である。
▲それぞれの教育活動でより意
識し、児童の自己肯定感を育て
る仕掛けを設定していく。

B

○児童が発信していくスタイルの
委員会活動ができた。
○学校教育目標や学校スローガ
ンとのつながりを意識した特別活
動や行事、学級目標の設定をす
ることができた。
○「思いやりの気持ちが育ってい
る」と９７％の保護者・９１％の児
童１００％の教職員が回答してい
る。

A

○「１日のどこかで外遊びをして
いる」と回答した保護者は９５％、
児童は８１％であるが、県の事業
を活用しながら、来年度は更に
主体的に体力づくりに取り組む。
○「げんきアップ」は、より主体的
に児童が自分の生活を見直す
きっかけになるものに改善した。
▲児童発信でよりメディアコント
ロールを意識させる方法を検討
していく。

1　支え合う人間
関係づくり

あたりまえのこと
があたりまえにで
きる。

２　自己有用感の
育成

3.3

○高学年がよいモデルとなり、黙
動清掃や廊下歩行については徹
底してきている。
▲道路のきまりについても、児童
が主体的に危険箇所や危険な行
動について考えることができるよ
うにしていく。

3.6

一人一人を大切
にした学級経営
をする。

3.8

3.2

豊
か
な
心
の
育
成

健
や
か
な
体
の
育
成

児童が主体的に
活動できるよう工
夫改善する。
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得点 平均 トータル

学校経
営目標

評価項目 具体的な方策
評価

今年度達成基準
　　評価理由並びに達成状況
　　○…成果
　　▲…課題、今後の改善点

１　児童の安全

・避難訓練を通し、緊急時の対
応を指導することができた。

3.7

２　組織的対応 ・些細なことでも報告・連絡・相
談ができた。 3.7

・いじめ事案に対し、早期解決
のために、組織的対応ができ
た。

3.7

・特別支援教育について、校内
で共通理解ができている。 3.8

・個別の支援のため、ケース会
議を開き、対応を考える機会を
もった。 3.8

３　組織運営 情報発信 ・「学校だより等を通じて、教育
方針について分かりやすく伝え
ている。」という回答が９０％で
ある。（保護者アンケート）

3.6

・「楽しく学校に通うことができ
ている」という回答が９０％であ
る。（保護者アンケート） 3.7

４　地域との連携 ・「学校と家庭の連絡は密にで
きている」という回答が９０％で
ある。（保護者アンケート） 3.4

・「保護者や地域の力を借り
て、教育活動の活性化に努め
ている」という回答が９０％であ
る。（保護者アンケート） 3.4

1　質の高い教職
員集団づくり

教職員の信頼 ・教育活動の悩みを、気軽に話
し合える職場の人間関係があ
る。 3.8

・学校運営に教職員の意見が
反映されている。

3.8

教職員の資質向
上

・校内研修等の活動は計画的
で充実している。

4 3.9 A

○校内研修の目的を明確にし、
講師を招かず、研究主任を中心
に昨年度からの取り組みを日比
小スタイルに定着させていった。

教職員の働き方
の意識

・働き方改革の趣旨を理解し、
意識して実践している。

3.7 3.5

○勤務時間を意識した業務改善
について考えたり、行事を精選す
る中で行事の目的や意義、持ち
方について考えることができた。

安心して生活でき
る学校

信
頼
さ
れ
る
学
校

3.6

○不審者や緊急時の対応につい
て研修を行った。
○避難訓練では、事前にDVDを
視聴したり、実施後に振り返りを
行ったりし、実効性のある訓練に
なった。

○教職員が正しい人権感覚をも
ち、いじめを見逃さない姿勢で対
応していくことができた。
○毎月の生徒指導委員会と校内
委員会で児童の状況や対応の
共通理解ができた。

○「保護者や地域の力を借りて、
教育活動の活性化に努めてい
る」という保護者の回答が９２％
であった。
○コロナの影響で参観日や懇談
ができなかったこともあるが「学
校と家庭との連絡は密にできて
いる」という回答が９０％であっ
た。
▲コロナの影響で学校園と連携
した行事ができなかった。
▲連携の仕方を見直す。今まで
の常識にとらわれずより効果的

○「学校だより等を通じて、教育
活動いついて分かりやすく伝えて
いる」という回答が９２％であっ
た。
○「楽しく学校に通うことができて
いる」という回答が９７％であっ
た。

一人一人を大切
にした生徒指導、
特別支援教育

A

3.7

○若手、ミドル、ベテラン教員が
それぞれ認め合い高め合うこと
のできる教職員集団である。
○異動者が多かったため、予め
支援者を決め（メンター制）て気
軽に相談できる体制をとった。

3.4

3.5

協
働
し
高
め
合
う
教
職
員

保護者、地域、中
学校区との連携

3.8

・緊急時の対応をきちんと把握
できている。

3.8
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